
別紙 

 

ＧＮＳＳ標高測量について 

 

令和７年４月の標高成果の改定により、

全国の標高は衛星測位を基盤とする最新

の値「測地成果 2024」となります。この新

しい基盤に対応した新たな標高決定手法

であるＧＮＳＳ標高測量を３級水準測量

の手法として「作業規程の準則」に規定し

ました。また、同様に４級水準測量及び簡

易水準測量に対応した「ＧＮＳＳ標高測量

による４級水準測量及び簡易水準測量マ

ニュアル」を整備しました。 

ＧＮＳＳ標高測量は、電子基準点（測地

成果 2024）及び「ジオイド 2024日本とそ

の周辺」を用いて、ＧＮＳＳ測量により標

高を求める手法です。レベルによる水準測

量とあわせてユーザーの目的に応じた最

適な測量方法を選択することで、より一

層、効率的・効果的な標高決定を実現でき

ます。 

 

表１ 水準測量の手法と特徴          表２ ＧＮＳＳ標高測量の区分 

 

 

 

 

測量方法 特徴 

ＧＮＳＳ標高測量 

・長距離ではコスト面で

特に有利 

・短距離（６km 未満）で

は精度確保のため使用

できない 

レベルによる 

水準測量 

・短距離では精度・コスト

面ともに有利 

・長距離になるほど誤差

が累積していく 

図 ＧＮＳＳ標高測量の活用例 

水準路線から離れた山間部にＧＮＳＳ標高測量により

水準点２点を新設し、両点間に水準路線を新設した例 

ＧＮＳＳ標高測量

固定する高さ

既知点の種類

地殻変動補正

区分

GNSS観測

観測距離

観測時間

標高（測地成果2024)

電子基準点 約1,300点

補正する
標高元期の明確化により高精度に補正可能

スタティック法

簡易水準測量

ネットワーク型RTK法
単点観測法

－

10秒以上

準則で規定 マニュアルとして整備

3級 / 4級水準測量
2級以上は 引き続き直接水準測量

6km以上（3級） / 1km以上（4級）

短距離は引き続き直接水準測量

5時間以上（3級） / 2時間以上（4級）

新設の水準路線

GNSS標高測量により3級水準点を新設


